
　
　
成
20
年
度
の
学
生
免
除
の
受
付

　
　
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
が
無
い
学
生
の
方
が
、
将
来
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障

害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る

た
め
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
学
生
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
な
い
の
で
満
額
の
老
齢
年
金
を
受

け
と
る
た
め
に
は
、
そ
の
後
10
年
間

の
内
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
所
得
の
あ
る
学
生
の
方

軒
氷
柱
太
る
休
み
の
製
材
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

風
船
に
息
吹
く
美
人
ひ
ょ
つ
と
こ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

解
凍
魚
圧
す
る
光
り
春
告
魚
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

湾
の
青
日
海
に
深
む
春
半
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

有
珠
岳
の
見
え
て
吹
雪
の
中
休
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

い
つ
の
間
に
少
女
の
羽
化
や
ク
ロ
ッ
カ
ス
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

児
ら
走
る
あ
と
先
に
舞
ふ
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
怜
　
子

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
地
な
る
町
役
場

　
　
　
　
あ
ざ
や
か
に
八
ツ
の
国
旗
は
た
め
く
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

迫
り
く
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
山
の
辺
に

　
　
　
　
首
脳
迎
へ
て
熱
き
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

わ
が
国
で
五
回
目
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は

　
　
　
　
首
脳
迎
ふ
る
準
備
は
す
す
む
　
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

潮
鳴
り
て
今
日
も
暮
れ
ゆ
く
こ
の
町
に

　
　
　
　
に
は
か
に
浮
上
す
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

青
き
星
子
孫
の
た
め
に
残
さ
ん
と

　
　
　
　
期
待
多
か
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

こ
こ
一
番
老
も
若
き
も
躍
動
し

　
　
　
　
未
来
を
築
き
ぬ
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

春
の
月
老
桜
て
ら
す
ほ
っ
こ
り
と

　
　
　
　
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
切
れ
と
言
う
人
よ
　
　
中
　
野
　
イ
　
マ

サ
ミ
ッ
ト
が
穏
や
か
に
あ
れ
と
祈
り
つ
つ

　
　
　
　
爆
音
ひ
び
く
夜
空
見
上
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

平
和
な
る
地
球
環
境
を
テ
ー
マ
に
と

　
　
　
　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
成
功
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
三
月
定
例
会

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
三
月
定
例
会

の
き  

つ
ら
ら

こ

あ
つ

に
　
し
　
ん

は
、
基
準
額
以
下
の
場
合
に
特
例
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
学
生
納
付
特
例
制

度
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

毎
年
の
申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
平

成
19
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
の

承
認
を
受
け
た
方
で
引
き
続
き
平
成

20
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
送
ら
れ

る
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
20

年
度
（
平
成
20
年
４
月
～
平
成
21
年

３
月
）
に
つ
い
て
も
学
生
納
付
特
例

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
初
め
て
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請

い
た
だ
く
方
、
平
成
19
年
度
の
学
生

納
付
特
例
の
承
認
に
な
っ
て
い
な
い

方
は
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ

キ
）
が
送
ら
れ
な
い
た
め
、
ま
た
、

在
学
さ
れ
る
学
校
等
に
変
更
の
あ
る

方
は
在
学
期
間
の
確
認
が
必
要
な
た

め
に
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
に
よ
り
申
請

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
町

役
場
本
庁
、
各
支
所
国
民
年
金
担
当

窓
口
又
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
又
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
・
学
生
証
又
は

在
学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）
・
印
鑑

（
本
人
が
申
請
書
を
記
入
す
る
場
合

は
不
要
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
の
学
校
に
は
、
学
生

納
付
特
例
の
該
当
と
な
ら
な
い
学
校

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
74
‐
３
０
０
２
か
又
は
室
蘭
社
会

保
険
事
務
所
　
０
１
４
３
‐
24
‐
７

１
０
４
へ
。

平
あ
な
た
の
た
め
･
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

…
そ
こ
が
知
り
た
い

学
生
納
付
特
例
制
度
っ
て

ど
ん
な
制
度
？

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
手

続
き
簡
素
化
さ
れ
ま
す
！

申
請
書（
ハ
ガ
キ
）に
よ
る

申
請
が
で
き
な
い
方

18

5月1日から

戸籍の窓口での

「本人確認」が

法律で義務付け

　
　
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
、「
戸
籍
法
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に

よ
り
、
戸
籍
の
証
明
書
（
謄
本
・
抄
本
等
）

を
請
求
す
る
と
き
に
窓
口
に
来
ら
れ
た
方

の
「
本
人
確
認
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
提
示
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
（
代
理
人
や
使
い
の
方
は
、

本
人
確
認
書
類
の
ほ
か
委
任
状
書
類
が
必

要
）。

　
同
様
に
住
民
票
を
請
求
す
る
と
き
に
も

「
本
人
確
認
」
を
行
う
予
定
で
、
こ
れ
ら

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平


